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空間情報コンサルタント

技術サービス業

従業員の安全を図るとともに作業効率の向上を目的

に本事業により、3次元レーザースキャナーとマルチコ

プターを導入した。3次元レーザースキャナーとは、測

定対象物にレーザーを照射し距離と角度情報から3次

元座標を取得するもので、新規に導入した3次元レー

ザースキャナーは、測定範囲が非常に広く、最大で330

ｍ離れた場所にある対象物を画像として取り込むこと

最新設備の導入により、時代のニーズに迅速に対応し
３次元データ化による土木工事の変革期に対処
3次元レーザースキャナーとマルチコプターの導入により、安全性と作業効率が向上。土
木工事の３次元データ化にもいち早く着手し、高品質の情報を提供。

調査、測量の安全性が向上、受注体制を確立 

3次元レーザースキャナー、マルチコプターを導入 

官庁、民間事業所からの需要に期待 

創業40年の確かな歴史と最新設備の必要性 

当社は測量をはじめとする建設総合コンサルタント

事業に取り組み今年、創業40周年を迎える。測量調査

では創業以来、公共測量を中心に実績を積み重ねてき

た。また、GNSS（人工衛星を利用して地上の現在位置

を計測する衛星測位システム）などの最新装置をいち

早く導入し、精度の高い位置情報を提供している。この

基本業務に加え、デジタルマッピング（数値地形図の電

子化)や、土砂崩れなどの災害調査にも対応してきてい

る。

平成23年の東日本大震災の復旧業務では、従前の測

量機器等を使用して調査、測量、設計を行ったが、危険

作業を伴うことも多く、作業効率も悪かったため作業

完了まで多くの時間を必要としていた。このため従業

員の安全を確保しながら、これら業務の効率化を図る

ため、危険個所を踏査せず調査、測量が可能となる3次

元レーザースキャナーとともに従業員が接近できない

3次元レーザースキャナーとマルチコプターの導入

は、人の立ち入りが難しい海に面した場所での調査や

測量でも、地形を正確に画像化することが可能となっ

ており、災害時の被災により人が近づけない箇所で威

力を発揮している。

現在、土木工事は変革の時を迎えており、国土交通省

東北地方整備局は地域企業を対象として、情報通信技

術(ICT)を活用した工事を数多く発注している。調査、

測量、設計、施工、検査、及びこれらの維持管理の全プ

ロセスに３次元データの作成を求めている。この３次

元データ作成のためには3次元スキャナー、無人航空

機、高精度GPS移動計測装置が必要であるが、当社では

以前より高精度GPS移動計測装置を保有しており、新

規に導入した設備とともに３次元データ作成が可能と

3次元データの作成が可能となったことは地方自治

体等が発注する災害調査、道路や橋梁、コンクリート構

造物、トンネル等の測量、計測のほか文化遺産等図面の

ない構造物の計測、遺構等の調査、産業廃棄物の埋め立

て量調査などへの参入も期待できる。

今後は官公庁や民間事業所等から広く受注が期待で

きることから当社では現在、自治体を営業の対象とし

ている営業課に民間事業所に営業活動を行う人員を増

員配置し、これまでとは違った営業計画を作成し営業

を行うこととしている。

ができる。また、軽量であるとともに連続使用時間が

4.5時間と携帯性に優れているのが特徴で、直射日光下

や明暗の差が大きい場所でも詳細で自然な色合いの画

像化が可能なものとなっている。マルチコプターは、回

転翼(ローター)が複数ある無人回転翼機で地上からの

無線操縦により飛行する航空機である。これにはセン

サーやカメラの搭載が可能となっており、導入したマ

３Dスキャナー及びマルチコプター
導入による取引先拡大・安定性向上
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ルチコプターは、モーターアームを折りたたむことが

できるため、大型機の性能を持ちながら移動時はコン

パクトに格納でき可搬性に優れたものである。

個所やこの3次元スキャナーを設置できない場所を上

空から撮影するマルチコプターの導入に迫られた。

なり、情報通信技術が必要とされる発注にも対応が可

能となった。

写真合成、点群写
真合成、点群デー
タ作成により 3次
元データ化してい
く。

マルチコプターの飛行は操縦者のほか、
保安員を配置。機体の安全確認と飛行プ
ログラムの確認を行う。

マルチコプターの
飛行。天候、風な
ど気象条件の確認
が必要。

330ｍ離れた場所にある対象物まで映像化できる3次元レーザースキャナー。




